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 ９月３日（木）に南相馬警察署生活安全課署員の方にご協力頂き、教職員不審者対応訓練を実施しました。今

回の訓練では署員の方に不審者役を演じて頂き、実践さながらの緊張感のある訓練となりました。また、今回の

訓練は従来の刺股を使った「不審者を制圧する」訓練ではなく、不審者を児童生徒から遠ざける対応「安全確保」

に念頭を置き、不審者対応班、児童生徒安全確保班、情報収集・通報班に分かれてそれぞれ本校の不審者対応マ

ニュアルに基づき、全教職員で実施をしました。 

実施後、過去の学校現場における不審者侵入事件における事例やそれに基づく適切な対応、学校としての迅速

な組織的対応の観点から、特に不審者を校内に入れない水際対策の徹底についてご助言を頂きました。今後、今

回の訓練で得た反省を活かし、マニュアルの再整備等を含め、児童生徒の「安心・安全に学べる学校づくり」に

努めていきたいと思います。 

※保護者ならびに本校へ来校される方へのお願い 

 上記の件を踏まえ、本校では来校者に対して、事務室前玄関に設置している来校者名簿への記入をお願いして

おります。また、校舎内を見学、参観等される場合においては、来校者専用のネームを付けて頂きますようお願

いします。保護者の皆様におかれましても、来校時には年度当初に配付させて頂いております保護者用ネームを

付けて頂きますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
今回の訓練では実際に警察への通報から警察車両が到着するま

での流れまで実施をしました。不審者を刺激せずに、初期対応～

警察まで引き渡す流れを確認しました。 

訓練実施後、総括並びに助言を署員
の方より頂きました。児童生徒の安全
を守るために大切なことを全教職員で
改めて確認しました。 

 各教室では一斉に内側から施錠、

バリケードを作り、不審者の侵入を

防ぐ訓練をしました。 

○不審者対応の様子。 
支離滅裂な言動や、予測不能な動きへの

対応等、緊張感のある実際的でリアルな訓
練となりました。 


